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【キーワ ー ド】探究 の 技能，問題解決，自己組織化 マ ッ プ， 星 CT 活用 ， タブ レ ッ ト端末

1　 問題の 所在

　小 学校 の 学習指導要領 の 改訂に よ り，理科 の

学習 で は問題 解決 の 能力の 育成が ます ま す重

要視 され るよ うにな り，探究的な観察 ・実験の

日常的な実践 と評価 が課題 となっ て い る。
　長谷川 らは 日本 の 理 科教 育 の 実態に合 わ せ

た 31 項 目の 「探究の 技能」を開発 して い る
D 。

「探究の 技能」 は上位 7 項 目下位 31 項 目で構

成 され て い る。教科書に掲載 され て い る個 々 の

観察 ・実験に つ い て ，どの よ うな 「探究 の 技能 」

が育成 で きる か を検討 し，明 文化す る こ とで評

価規準が 作成で き る 。

　問題解決 の 能力 を育成す るた め には，多岐に

渡る探 究の 技能を効 率 よ く評価 し，児童 に タイ

ミン グ よ く フ ィ
ー

ドバ ッ クす る必 要が あ るが ，
そ の 手法は 確立 され て い な い とい う課 題 が残

っ て い る 。 松 原は 自己組織化 マ ッ プ を用い た 自
由記述評価 シ ス テ ム を開発 し，子 どもの 記述内
容や授業時の 発話 内容 を分 析 して い る

2 ）
。こ の

評価 シ ス テ ム は 子 ど もの 自由 記述 を形態 素解
析に か け ， そ の 結果 を もとに，回答を山現頻度
で色分け しなが ら，類似 の 回答が 近 くに くる よ

うに配置 して い くも の で あ り ，
「探究 の 技能」

の 評価 に も利用 で き る の で はな い か と考えた。
2　 目的

　 「探究 の 技能」 の 観点か ら教科 書に掲載 され

て い る観察 ・実験等 の 評価 規 準 の 作成 と ワ
ー

ク

シ ー トを用い た 評価方法 の 検討 を第
一

の 目的

とした。そ して ，タブ レ ッ ト端末 を用 い た実践
を と お し て 自己 組織化 マ ッ プ に よる評価 方法

の 実用性 の 検証 を第二 の 目的 と した 。

3　 方法

（1 ）小学校の各実験 ・観察に おけ る 「探究の

　　技能」 の評価規準の作成

　実験 ・観察 にお け る 「探究 の 技能」 を T 社 ，

G 社の 教科書の 記述 に 沿 っ て 具体的な 評価規

準を作成 し た。また ，各時間の指導計画を作成
し，各時間で の 評価の 場面

・方法を検討 した。
（2 ）授業実践 を通 した評価方法の検証
1 ）対象

　新潟 県 の 公 立小 学校 第 5 学年 （3 学級 112
名）を対象と した 。

2 ）単元 と時期

　T 社 の 単元 「電流が うみ 出す力」の 学習を平
成 26 年 2 月 か ら 3 月 に か け て 行 っ た 。 3 学級

で同 じ指導 を行 っ た。
一

人 に
一

台ず つ 渡 し た タ

ブ レ ッ ト端末は Windows 　8搭載機 を使用 した。
3 ）実施方法

　丁 社教科書の 指導計画に沿 っ て 実践を行 っ

た。（1）で 検討 し た 「探究の 技能」 の 評価場

面 に 沿 っ て ワ
ー

ク シ
ー

ト上 に 記述 させ た 。ワー

ク シ ー トに記述 され る評価 の 対象は 大別す る

と文 章記述に よる も の と表や グラ フ
， 数値 とい

っ た文章で は表 せ な い 記述 で あ る 。 今回 の 実践

で は ワ ー
ク シ

ー
トに書か れ た文 章 を 自己組 織

化 マ ッ プに よ る評価 の 対象 と し ， 児童 には ワ
ー

ク シ
ー

トに記 人 させ た ．Eで タ ブ レ ッ ト端 末 に

入 力 させ た 。 タブ レ ッ ト端末に は手書き認識 を

用 い て入 力 させ ， 集約 した 。 実 践後 ， 自己組 織

化 マ ッ プ と ワ
ー

ク シ
ー

ト上 の 記述 を比較 し，タ

ブ レ ッ ト端 末 で の 評 価方法 が適切 か っ 実用 的

か に つ い て 検証を行 っ た 。

4 　 結果 と考察

　本 単元 「電流 が うみ 出す力 」 は 3 次で 構成 さ

れ て お り，それ ぞ れ 「探究 の 技能」 は， 1 次で

31 項 目中 10項 目，2 次で 16 項 目が存在 し て い

る、そ の うち 自己組織化 マ ッ プ で評価で きる項
目は 1次で 4 項 目 ， 2 次で 6 項 目とな り，こ れ

らを評価で きるか検証 を行 っ た 。 タ ブ レ ッ ト端
末 を用 い て 入 力す る こ とに児童 の 抵抗感 は な

く，全 て の 児童 が 入力す る こ とが で きた。キー

ボ
ー

ドで の 入力に 抵抗感 を抱 い て い た児童 も
手 書き認 識 を用 い る こ とで 手 早 く入 力 で き て

い た 。 実践 後 の ア ン ケ
ー

トで は，92．7％ の 児童

が 簡 単 に入力 で きた と回答 した 。 児童 が入 力 し

た 自由記 述をデー
タ と し，授業者が 自己組 織化

マ ッ プ に示 した 、 授 業中に授業者が全 員の 記述

や考えを見取 り把握す る こ とは難 しい が，自己

組 織化 マ ッ プ を用 い る こ とで 瞬時に全員 の 記

述 を把 握 で き る こ とか ら適切 か っ 実 用性 の あ

る こ とが実証 され た 。 実践 の 詳細は 当 日発表す
る。
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